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ディジタル信号演算
演習課題

白井豊

第1章

• ディジタル信号とアナログ信号の違いについて述べ，これらの信号
処理における波形の意味の違いと処理面で考慮すべき対策等につ
いて説明しなさい。

２．１

（１） アナログ信号をディジタル信号に変換する手順と，変換した際の
誤差の扱いについて留意しなければならない点について説明し
なさい。

（２） PAM信号とPCM信号の違い，および伝送路符号の必要性につい
て説明しなさい。

２．２

（１） 折り返しひずみが発生する2つの周波数の例を示し，両周波数
の正弦波を図示して，区別がつかないことを示しなさい。

（２） 折り返しを防止するための方法について説明しなさい。

２．３

（１） D/A変換はどのような手順で行われるかを示しなさい。

（２） 以下のディジタルデータをsinc補間により元の波形を復元したグ
ラフを示しなさい。必要に応じてC言語を使っても良いし，Excel
式定義だけでも構わない。ただし，どのような方法を用いたかを
示しなさい。

{0,  82, 125,  110,  43, -43, -110,- 125,  -82, 0}

２．４
（１） 講義で示したΣΔシミュレーションプログラムを用いて，以下に示すア

ナログ信号シミュレーション関数のときのシミュレーションを4ビットで
行いなさい。

double vin(double T){ return  sin(2*T)+sin(3*T); }

また，これを8ビットに変更するには，プログラムをどのように変更す
ればよいかを示しなさい。

（２） 以下のディジタルデータを3次畳み込み補間により元の波形を復元し
たグラフを示しなさい。

{0,  82, 125,  110,  43, -43, -110,- 125,  -82, 0}
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３．１
（１） アナログ入出力デバイスにはどのような種類があるかを示しな

さい。-82, 0}

３．３
（１） 入力レンジが±10Vのとき－5Vの電圧はバイナリ値としてどの

ような値になるかを，以下の表現方法別に示しなさい。

①ストレート・バイナリ

②オフセット・バイナリ

③コンプリメント・バイナリ

（２） 分解能 8 ビットのとき，入力レンジ±10Vの分解最小単位は何V
か。計算過程を示して答えなさい。

３．４
（１） 入出力のサンプリング方式にはどのような方式があり，各チャネ

ルの変換時間とチャネル数の関係は，どのような関係にあるか
を説明しなさい・

（２） アナログ入出力インターフェースの処理単位は，どのようなタイ
ミングで起動されるか，どの方法について示しなさい。（ヒント
キーワード：，タイマ，トリガ，割込み）

３．５
（１） アナログ入出力インターフェースにおけるメモリ管理の手法につ

いて説明しなさい。またそれぞれの手法の得失について論じなさ
い。さい。（ヒントキーワード：，タイマ，トリガ，割込み）

３．６
（１） 消費電力やノイズ対策についてアナログ入出力インターフェース

におけるメモリ管理の手法について説明しなさい。またそれぞれ
の手法の得失について論じなさい。

４．１，４．２，４．３
（１） 信号処理プロセッサの機能や構成について分かりやすく説明し

なさい。また，ユーザプログラムの処理はどのような手順で実行
され，どのような点に留意すべきかについて述べなさい。
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５．１

（１） 直交変換について，自らの解釈で他者にどのように説明するか
を考え，その解説文を作成しなさい。

５．２

（１） 講義で示したExcel定義を参考にして，以下のスペクトル構成の
グラフを描きなさい。また，その式定義を示しなさい。

周波数 1 2              3           4

スペクトル 1         0.5          0.25      0.125

（２） 代表的なフーリエ変換対の例を３つ選択し，それらの対応関係
を図示しなさい。

（３） 折り返しひずみが発生する理由について説明し，その解消方法
について示しなさい。

５．３

（２） 2πf / fs = Ω として上記信号のＤＦＴ変換を示しなさい。

0 1 2 3 4-1-2-3
-1

-2

1

2

0

（１） 次の信号のＺ変換を示しなさい。

５．４

（１） 方形窓とハニング窓について，両者の特徴について説明しなさ
い。さらに，どのような使い分けをすべきかについて論じなさい。

６．１

（１） 線形時不変システムとはどのようなシステムか。また，非線形シ
ステムおよび時変システムの取扱いに比べてどのような特徴が
あるかを示しなさい。

６．２

（１） インパルス応答を測定するのはどのような意味があるのかにつ
いて示しなさい。

（２）アナログのインパルス信号とディジタルのサンプル信号の関係に
ついて論じなさい。
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６．３

（１） 次の2つの信号の畳み込み y(k) = g(k)* x(k)のZ変換を示しなさい。

なお求めた途中経過についても示しなさい。

g(n)=0 (n<0), g(0)=1, g(1)=2, g(2)=1, g(m)=0 (m>2) 

x(n)=0 (n<0), x(0)=1, x(1)=2, x(2)=1, x(m)=0 (m>2) 

(２) また上記信号 y(0), y(1), y(2), y(3), y(4)の値を求めなさい。

７．１

（１） 次の回路の周波数特性と振幅特性を求めなさい

(２) 上記回路で乗算器の0.5の値を -1.0 にした時の出力のグラフを描き
なさい。講義で示したExcelの式定義またはＣ言語プログラム例を参
考にできる。

T

＋

0.5

出力 y(k)入力 x(k)

７．１

（１） 次の回路の周波数特性と振幅特性を求めなさい

(２) 上記回路で乗算器の0.5の値を -1.0 にした時の出力のグラフを描き
なさい。講義で示したExcelの式定義またはＣ言語プログラム例を参
考にできる。

T

＋

0.5

出力 y(k)入力 x(k)

７．２

（１） 次の回路のインパルス応答 y(0) ～ y(3) を求めなさい。

(２) 上記回路の伝達関数を求めなさい。

T

＋

0.5

出力 y(k)入力 x(k)

７．２

（３） 次の回路の伝達関数を求めなさい

T b1

b0

＋

＋
x(k)

Ta1

＋

＋
y(k)

７．３

（１） 次の伝達関数の振幅特性の概略図を描きなさい
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なお，講義で示したプログラムを用いて描いてもかまいません
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７．４

（１） フィルタの実装，および実行で留意するべき点について説明しなさい。

７．５

（１） フィルタ設計で特に留意すべき点について説明しなさい。

８．１

（１） 逆フィルタの安定性に関して留意すべき点について説明しなさい。

８．２

（１） 近似逆フィルタでは，あえて原信号に遅延や雑音を付加するが，

なぜ，このようなことを行うのか、その理由について説明しなさい。

（２）他入出力形逆フィルタの利点について示しなさい。

８．３

（１） 講義で示した適応フィルタの利用例以外の適用を考案し，その応用
場面を想定して利用可能かどうかを解説しなさい。

（２）適応アルゴリズム 3 手法について説明し，それぞれの長所と短所に
ついて論じなさい。


